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動物は，成猫を}日い，無麻酔， Flaxedil 非助化，人工呼吸にて 2 96 atropine sulphate 点眼により散睦
せしめ，皮質例覚似および外側膝状体より心以した。人では安静仰|以位， 1羽 l眼散睦にて後足l~単極訪ヰで記
録した。
閃光刺激 100μsec. 0.49 ]oule の閃光刺激装置を用い，刺激頻度は 2--20cjs である。閃光刺激強度は，
光加を一定方向に保ちつつ眼球との距離を変化させ，あるいは光源と限Iまとの問に五lter を抑入し，眼前
照度を 0.5x 104--400 x 104 lu玄の範聞で変化させた。
反応は周波数分析装置(15滞域)の 10砂問偵分値をもって計測した。
助物については(a)対照の観察 (b)薬物投与一 11 j 枢神経抑;tJiJ剤 (pentobarbital sodium, chlorpromazine) 










倍同調光駆動反応 (harmonic driving response) については， 閃光刺激を次第に強くしていった時，
まず基本光駆動反応に逆転が起り，さらに強い刺激で倍同調光駆動反応に逆転が認められた。
(b) この現象は猫が傾眠状態にある時，一般に起り難いことが分った。そこで中枢神経抑制剤の pento・
barbital scdium 20mgjkg，あるいは chlorpromazine 最高 25mgjkg を投与したところ，閃光刺激の強さ
にしたがって反応は大きくなり逆転の性質は失われた。一方，中枢神経克奮剤の methamphetamine 最高




(c) cerveau isolé 施行後は低頻度光駆動反応でも，高頻度光駆動反応でも逆転を認めなくなった口
(d) 以上より閃光刺激を強くした時，覚醒水準の上昇が起り， 低頻度光駆動反応に始まり，高頻度光駆
動反応におよぶ抑制が生ずると考えられる。 そこで中脳網椋体刺激実験でこれを確めた。



























駆動におよぼす影響(日高， 1961) , 間歓的閃光刺激反復による覚醒水準低下に伴う光駆動の変化(亀田，
1963) の報告がある。本研究は，以上の研究より発展したものであり， 間歌的閃光刺激の強さを変化せし
めることによる光駆動の変化を観察し， ひろく覚醒水準との相関を検討し，臨床的応用についても考察を
加えたものである。
間欺的閃光刺激を，ある限界をとえて強くした時， 光駆動はかえって減少する。これを仮に“逆転"と
名づけ，この逆転の現象が覚醒水準低下により起り難くなり， 反対に覚醒水準上昇により起り易くなると
とを見出した。
切断実験により，逆転の現象が脳幹網葉系に支配されていることを観察し， rl1脳網葉体高頻度電気刺激
実験により，光駆動には巾脳網様体より外側膝状体を介さずに， 促通的効果と抑制的効果がおよんでいる
ことを示した。
もし脳の器質障害lとより一側性の覚醒水準の低下が起り得るなら， その側に逆転の現象が起り難いと考
えられ，それに合致した症例を示した口
以上の逆転の現象は，網様系の機能状態と関連し， 一つの覚醒水準の指標と考えることができ，脳機能
探究の一つの手がかりとして意味があると考える。 また臨床上，脳の機能障害の診断や，脳の器質患患の
患側診断に役立ち得るものと考える。
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